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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光ファイバが一端に接続された本体部と、この本体部の他端から上記光ファイバの光軸
方向に突出する先端部とを有し、上記光ファイバの光軸と直交する方向のいずれにおいて
も、上記先端部は上記本体部よりも小さい光プラグと、
　発光素子または受光素子の少なくとも一方が樹脂封止されている光伝送部と、この光伝
送部および上記光プラグを保持する保持体とを有する光伝送装置と
を備え、
　上記光伝送装置の保持体は、
　上記光プラグの本体部を、上記光伝送部の光軸と直交する方向から挿脱可能に収容して
保持する保持凹部と、
　上記光プラグの先端部を、上記光伝送部の光軸と直交する方向から挿脱可能に受けると
共に、上記光プラグの先端部を、上記光伝送部の光軸と直交する方向の位置を定めて受け
る凹形状の受け部と
を備えることを特徴とする光伝送装置アッセンブリ。
【請求項２】
　請求項１に記載の光伝送装置アッセンブリにおいて、
　上記保持体の保持凹部は、貫通しており、
　この貫通した保持凹部に、上記光プラグの本体部が挿入されていることを特徴とする光
伝送装置アッセンブリ。
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【請求項３】
　請求項１または２に記載の光伝送装置アッセンブリにおいて、
　上記保持体の保持凹部に収容された上記光プラグの本体部に対して、上記保持体に、弾
性力によって保持力を与える金属板を備えることを特徴とする光伝送装置アッセンブリ。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１つに記載の光伝送装置アッセンブリにおいて、
　上記光プラグの先端部に、光プラグ側凸部または光プラグ側凹部が設けられている一方
、上記凹形状の受け部に、上記光プラグ側凸部または光プラグ側凹部に嵌合する受け部側
凹部または受け部側凸部が設けられていて、
　上記光プラグ側凸部または光プラグ側凹部と、上記受け部側凹部または受け部側凸部と
の嵌合によって、上記光プラグの先端部の上記光伝送部の光軸方向の位置が定められるこ
とを特徴とする光伝送装置アッセンブリ。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１つに記載の光伝送装置アッセンブリを用いたことを特徴と
する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、光伝送装置アッセンブリおよびそれを用いた電子機器に関し、特に小型、
低背、面実装対応が不可欠な携帯電子機器内部の配線用途に好適な光伝送装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　これまで、光ファイバケーブルを伝送媒体に用いる光伝送装置は、光プラグ外形の複数
の面によって嵌合位置を決定して保持する構造であった。従来技術の例として、民生機器
の携帯電子機器へも応用されている光伝送装置について以下に説明する。加えて、スタッ
キング型電気コネクタおよび光電気ハイブリッド型のプラグ・コネクタに関しても言及す
る。
【０００３】
　第１の従来技術としては、図６～図８に示すオーディオ用光コネクタがある(例えば、
特開平６－１４０１０６号公報(特許文献１)参照)。図６はオーディオ用光コネクタ１０
０と光プラグ１０３の全体図を示し、図７はオーディオ用光コネクタ１００の断面図を示
し、図８は光プラグ１０３の断面図を示している。
【０００４】
　図７に示すように、発光装置１０１(または受光装置)を、光プラグ１０３を嵌合して保
持する機構が設けられた保持体１０４に収納している。発光装置１０１の光軸方向に光プ
ラグ１０３を嵌合して保持する穴１０５(図６に示す)を保持体１０４に設けている。上記
オーディオ用光コネクタ１００の穴１０５に発光装置１０１の光軸方向に光プラグ１０３
を挿入することで、光プラグ１０３を所定の位置に嵌合して保持する機構となっている。
このとき、光プラグ１０３の側面に設けられた突起１０６(図８に示す)が、保持体１０４
の穴１０５(図６に示す)内部の側面に設けられた溝１０７に案内されることによって、上
下方向の位置および側面方向の位置が決められる。さらに、光プラグ１０３の先端部分に
設けられた凹部１０８(図８に示す)が、保持体１０４の穴１０５の内部正面に設けられた
突起１０９に案内されて当接することによって、奥行き方向の位置が決められる。さらに
、光プラグ１０３の天面および底面に設けられた突起１１０(図８に示す)が、保持体１０
４の穴１０５の内部の天面および底面に設けられた穴１１１に嵌合されることで保持され
る。このため、光プラグ１０３を保持体１０４に嵌合して保持させるためには、光プラグ
１０３の天面と底面および両側面を覆うように保持体１０４を配置しなければならない。
【０００５】
　また、第２の従来技術としては、図９,図１０に示す携帯オーディオ機器用光コネクタ
がある(例えば、特開平６－１４０１０６号公報(特許文献１)参照)。図９は携帯オーディ
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オ機器用光コネクタの断面図を示し、図１０は光プラグの外形図を示している。
【０００６】
　図９に示すように、発光装置２０１(または受光装置)を、光プラグ２０３を嵌合して保
持する機構が設けられた保持体２０４に収納している。また、その保持体２０４に光軸方
向に光プラグ２０３を嵌合して保持する穴２０５を配置している。光プラグ２０３を、発
光装置２０１の光軸方向に穴２０５に挿入することで、光プラグ２０３を所定の位置に嵌
合して保持する機構となっている。このとき、光プラグ２０３の先端に設けられているテ
ーパー部分２０６が、保持体２０４内に設けられたすり鉢状の案内部分２０７に誘い込ま
れることによって、光軸に対して垂直方向の位置が決められる。また、光プラグ２０３の
根元に設けられた段差２０８が、保持体２０４の穴２０５の壁２０９に突き当たることに
よって、光軸方向の位置が決められる。また、光プラグ２０３のくびれ部２１０が、保持
体２０４の穴２０５の内部に設けられたバネ性を有する金属片２１１に押圧されることに
より保持される。このため、光プラグ２０３を保持体２０４に嵌合して保持するためには
、光プラグ２０３の先端テーパー部２０６およびプラグ２０３の全体を覆うように保持体
２０４を配置しなければならない。
【０００７】
　また、第３の従来技術としては、図１１Ａ,図１１Ｂに示すスタッキング型電気コネク
タがある(例えば、実開平７－１６３８１号公報(特許文献２)参照)。
【０００８】
　このスタッキング型電気コネクタは、図１１Ａに示すように、嵌合により、対をなすコ
ンタクトが互いに擦れ合って電気接触する電気コネクタである。上記対をなすコンタクト
のうちの一方のコンタクト３０１は、先端部分が板状であって厚み方向に弾性を有する二
股状となっていて、他方のコンタクト３０２は、上記二股状の内側に嵌まり合う形状とな
っている。
【０００９】
　また、上記一方のコンタクト３０１の二股状部分のうちの一の枝３４４は、二股状の内
側に電気接触部３４５を有し、他方のコンタクト３０２と電気接触する。さらに、上記一
方のコンタクト３０１の二股状部分のうちの他の枝３４６と他方のコンタクト３０２との
間に、突起３０３とこの突起３０３が落ち込む窪み３０４との組合せからなるロック機構
を設けている。
【００１０】
　このスタッキング型電気コネクタによれば、図１１Ｂに示すように、二股状となった一
方のコンタクト３０１が他方のコンタクト３０２を弾性を持って挟み込む構造の上に、突
起３０３が窪み３０４に落ち込むようになっているから、突起３０３が窪み３０４から容
易に抜け出せないようにできる。
【００１１】
　また、第４の従来技術としては、図１２,図１３に示す光電気ハイブリッド型のプラグ
・コネクタがある(例えば、特開２００２－１８２０７０号公報(特許文献３)参照)。
【００１２】
　図１２に示すように、コネクタ５１０は、２つのプラグ５００を接続可能なレセプタク
ル５０５を備えている。図１３に示すように、プラグ５００は、絶縁ハウジング５０１の
前部開口部を通って延びる光ファイバを支持するファイバ支持装置５０２と、絶縁ハウジ
ング５０１の上部に設けられたカンチレバーラッチ５０３と、絶縁ハウジング５０１の底
面側に設けられた金属ブレード５０４から構成される。
【００１３】
　カンチレバーラッチ５０３は、連結するレセプタクル５０５とロック状にかみ合う機構
としている。この光電気ハイブリッド型のプラグ・コネクタは、カンチレバーラッチ５０
３が、絶縁ハウジング５０１の上に配置され、電気的接続装置(５０４)が絶縁ハウジング
５０１の底面側に配置されているため、高密度のパネルマウンティングに適している。こ
のような構造によって、プラグ・コネクタの左および右側がラッチング構造による妨げに
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ならないようなる。実際に、側面側に最低限の間隔が必要とされるだけなので、ジャック
構造は、高い密度の印加において使用できる(互いに並んで)近い間隔のレセプタクルを有
する。
【００１４】
　また、レセプタクル５０５には、プラグに設けられたファイバ支持装置５０２を保持す
るための穴５０６と、金属ブレード５０４と電気的な接続を行う端子５０７と、カンチレ
バーラッチ５０３を嵌合して保持するためのロック穴５０８が設けられている。
【００１５】
　プラグ・コネクタの嵌合は、プラグ５００をファイバの軸方向に移動することで実現さ
れる。このとき、電気プラグ部分(５０４,５０７)が係合される前に、ファイバ支持装置
５０２が、レセプタクル５０５に入るように設計されているため、金属ブレード５０４を
有さないＬＣ型光プラグを嵌合して保持することも可能となる。
【００１６】
　このように、第１,第２の従来技術は、光プラグの外形を覆う構造の保持体が必要にな
り、小型化するときに大きな制約となると共に、光プラグを保持体に挿抜させるとき、必
ず光ファイバの光軸方向に移動させることになる。このため、保持体に対して光プラグを
挿抜するとき、その光プラグの長さ以上の領域がプリント基板上に必要となり、その領域
には、一切部品を配置することができない。このことから、従来の第１,第２の光伝送装
置は、小型化・薄型化が進む携帯電子機器には、不向きである。
【００１７】
　また、第３の従来技術では、電気的な接続と嵌合を小型かつ薄型で実現する技術となっ
ているものの、電気的な接点を実現するためだけの機構であり、光接続に必要なプラグ・
コネクタの精密な位置決め機構や、嵌合して保持する機構が設けられていない。
【００１８】
　さらに、第４の従来技術では、光・電気ハイブリッドのプラグ・コネクタを提供するも
のであるが、光プラグの一部に電気接点用の金属ブレードを設けた構造であり、その挿入
方向は、従来の第１,第２の従来技術と同様に光ファイバの光軸方向に行われるものであ
る。したがって、この第４の従来技術も、小型化・薄型化が進む携帯電子機器には、不向
きである。
【特許文献１】特開平６－１４０１０６号公報
【特許文献２】実開平７－１６３８１号公報
【特許文献３】特開２００２－１８２０７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　そこで、この発明の課題は、光プラグ挿抜時のデッドエリアを必要とすることなくプリ
ント基板上に容易に実装でき、小型化と薄型化が可能な光伝送装置アッセンブリおよびそ
れを用いた電子機器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
　上記課題を解決するため、この発明の光伝送装置アッセンブリは、
　光ファイバが一端に接続された本体部と、この本体部の他端から上記光ファイバの光軸
方向に突出する先端部とを有し、上記光ファイバの光軸と直交する方向のいずれにおいて
も、上記先端部は上記本体部よりも小さい光プラグと、
　発光素子または受光素子の少なくとも一方が樹脂封止されている光伝送部と、この光伝
送部および上記光プラグを保持する保持体とを有する光伝送装置と
を備え、
　上記光伝送装置の保持体は、
　上記光プラグの本体部を、上記光伝送部の光軸と直交する方向から挿脱可能に収容して
保持する保持凹部と、



(5) JP 4299855 B2 2009.7.22

10

20

30

40

50

　上記光プラグの先端部を、上記光伝送部の光軸と直交する方向から挿脱可能に受けると
共に、上記光プラグの先端部を、上記光伝送部の光軸と直交する方向の位置を定めて受け
る凹形状の受け部と
を備えることを特徴とする。
【００２１】
　上記構成の光伝送装置アッセンブリによれば、発光素子または受光素子の少なくとも一
方が樹脂封止された光伝送部を収納して保持する保持体は、光ファイバケーブルを固定し
た光プラグを嵌合して保持する。この保持体は、光伝送部の光軸方向に対して略直角方向
から光プラグを挿入することによって、例えば、この光伝送装置を光軸方向が実装面に平
行になるようにプリント基板上に実装する場合、プリント基板の実装面に対して略直角方
向に光プラグの挿抜することが可能となる。したがって、光プラグの挿抜のための領域が
プリント基板上に必要ない。これによって、光プラグ挿抜時のデッドエリアを必要とする
ことなくプリント基板上に容易に実装でき、小型化と薄型化が可能な光伝送装置を実現で
きる。
　また、上記光プラグが光伝送部の光軸方向に対して略直角方向から保持体に挿入される
とき、保持体の凹形状の受け部に光プラグの先端部が嵌合することにより、光プラグの光
軸と光伝送部との光軸が一致し、光プラグの光伝送部の光軸に対する直角方向の位置決め
が可能となる。
【００２２】
　また、一実施形態の光伝送装置アッセンブリでは、
　上記保持体の保持凹部は、貫通しており、
　この貫通した保持凹部に、上記光プラグの本体部が挿入されている。
【００２３】
　上記実施形態によれば、上記光プラグの先端部以外の底面に保持体の部分がないため、
より一層の薄型化ができる。
【００２４】
　また、一実施形態の光伝送装置アッセンブリでは、上記保持体の保持凹部に収容された
上記光プラグの本体部に対して、上記保持体に、弾性力によって保持力を与える金属板を
備える。
【００２５】
　上記実施形態によれば、上記保持体の保持凹部に収容された光プラグの本体部を保持す
る保持力を、金属板の弾性力によって保持体に与えることができる。
【００２６】
　また、一実施形態の光伝送装置アッセンブリでは、上記光プラグの先端部に、光プラグ
側凸部または光プラグ側凹部が設けられている一方、上記凹形状の受け部に、上記光プラ
グ側凸部または光プラグ側凹部に嵌合する受け部側凹部または受け部側凸部が設けられて
いて、
　上記光プラグ側凸部または光プラグ側凹部と、上記受け部側凹部または受け部側凸部と
の嵌合によって、上記光プラグの先端部の上記光伝送部の光軸方向の位置が定められる。
【００２７】
　上記実施形態によれば、上記保持体の凹部(または凸部)に光プラグの先端部の光プラグ
側凸部(または光プラグ側凹部)が嵌合することにより、光プラグの光軸方向の所定の位置
に位置決めできる。
【００２８】
　また、この発明の電子機器では、上記のいずれか１つの光伝送装置アッセンブリを用い
たことを特徴とする。
【００２９】
　上記構成によれば、上記のいずれか１つの光伝送装置アッセンブリを用いることによっ
て、小型化と薄型化ができる。
【発明の効果】
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【００３０】
　以上より明らかなように、この発明の光伝送装置アッセンブリによれば、光プラグ挿抜
時のデッドエリアを必要とすることなくプリント基板上に容易に実装でき、小型化と薄型
化が可能な光伝送装置アッセンブリを実現することができる。
【００３１】
　また、この発明の電子機器によれば、上記光伝送装置アッセンブリを用いることによっ
て、小型化と薄型化が可能な電子機器を実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、この発明の光伝送装置アッセンブリおよびそれを用いた電子機器を図示の実施の
形態により詳細に説明する。
【００３３】
　図１はこの発明の実施の一形態の光伝送装置の斜視図を示しており、図２は上記光伝送
装置に接続される光プラグの斜視図を示している。
【００３４】
　この光伝送装置１０は、図１に示すように、光伝送部１と、上記光伝送部１を嵌合して
保持する保持体２とを備えている。上記光伝送部１は、図示しない発光素子と受光素子お
よび信号処理回路をトランスファーモールドにより樹脂封止している。
【００３５】
　上記保持体２に、光伝送部１の受光光軸と発光光軸に対応するように凹形状の受け部の
一例としての光プラグ受け部３,３を設け、その光プラグ受け部３,３に対して光伝送部１
と反対の側に光プラグ受け部３,３に連なる保持凹部２aを設けている。上記光プラグ受け
部３,３に、凹部の一例としての環状の溝４,４を設けている。また、保持体２の側面２箇
所には、保持用凹部５,５が設けられている。上記保持用凹部５,５の形成されている部位
の裏側には、金属部材の一例としての金属板６が配置されている。この金属板６によって
保持体２をプリント基板(図示せず)にはんだ付けによって固定する構造になっている。
【００３６】
　また、図２に示すように、光プラグ２０は、互いに略平行な２本の光ファイバ３１,３
２が一端に接続された本体部２１と、上記本体部２１の他端から光ファイバ３１,３２の
光軸方向に突出する略円柱形状の先端部２２,２３を備えている。上記先端部２２,２３の
外周に環状の光プラグ側凸部２４,２５を夫々設けると共に、本体部２１の両側面の一部
に光プラグ側突起部分２６,２６を夫々設けている。
【００３７】
　上記光伝送装置１０の保持体２に光プラグ２０を嵌合して保持させるメカニズムを次に
述べる。
【００３８】
　光伝送部１の光軸に対して略直角方向かつ光プラグ受け部３,３の受口側(図１の上方)
から、光プラグ２０を保持体２の保持凹部２a内に押し込む。このとき、光プラグ２０の
先端部２２,２３を保持体２の光プラグ受け部３,３に合わせ、かつ、光プラグ２０の先端
部２２,２３に設けられた環状の光プラグ側凸部２４,２５を、光プラグ受け部３,３に設
けられた環状の溝４,４に合わせる。さらに、光プラグ２０の両側面に設けられた光プラ
グ側突起部分２６,２６を、保持体２の保持用凹部５,５に嵌合する。この結果、光プラグ
２０は、保持体２に対して所定の位置に嵌合して保持される。
【００３９】
　具体的には、光プラグ２０の先端部２２,２３が保持体２に設けられた光プラグ受け部
３,３に支持されることで、光プラグ２０は、光伝送部１の光軸に対する直角方向の位置
が決定される。また、光プラグ２０の先端部２２,２３に設けられた環状の光プラグ側凸
部２４,２５が保持体２に設けられた光プラグ受け部３,３の環状の溝４,４に支持される
ことで、光プラグ２０の光軸方向の位置が所定の位置に決定される。さらに、光プラグ２
０の両側面に設けられた光プラグ側突起部分２６,２６が保持体２に設けられた保持用凹
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部５,５に嵌合し、保持体２の背面に配置された金属板６がその弾性力を受け止めること
によって、光プラグ２０を嵌合して保持する。
【００４０】
　図３は光伝送装置１０と光プラグ２０の嵌合状態を示している。図３に示すように、光
プラグ２０を、光伝送装置１０の光軸に対して略直角方向(図３では上方)から、光プラグ
２０の先端部２２,２３が保持体２の光プラグ受け部３,３に合うように、かつ、光プラグ
２０の先端部２２,２３に設けられた環状の光プラグ側凸部２４,２５が保持体２の光プラ
グ受け部３,３に設けられた環状の溝４,４に合うように、かつ、光プラグ２０の両側面に
設けられた光プラグ側突起部分２６,２６(図２に示す)が保持体２の側面に位置する保持
用凹部５,５に嵌合するまで保持体２に対して押圧され保持される。この状態において、
光プラグ２０が保持体２の側面に与える弾性変形を金属板６で受け止める機構となってい
るため、光プラグ２０を保持し続ける力を与えている。
【００４１】
　図４に示すように、上記保持体２(図１に示す)の背面に配置された金属板６は、プリン
ト基板(図示せず)にはんだ付けされる基部６aと、その基部６aから屈曲して延びる屈曲部
６bとを有している。保持体２の構造上、光プラグ２０によって生じる保持体２の側方に
与える弾性変形は、保持体２の上部に作用する。これは、保持体２の下部には梁が配置さ
れていることで、弾性変形は下部よりも上部において顕著になるためである。このため、
光プラグ２０によって生じる保持体２の側方に与える弾性変形を受け止めるように、基板
へのはんだ付け面に対して直角ではなく、光プラグ２０に対して金属板６の上部の屈曲部
６bが内側(保持凹部２a側)に向かって傾斜する形状としている。
【００４２】
　このように、光プラグ２０を保持体２に嵌合して保持させるためには、光プラグ２０の
先端部２２,２３が保持体２の光プラグ受け部３,３に合うように、かつ、光プラグ２０の
先端部２２,２３に設けられた環状の光プラグ側凸部２４,２５が保持体２の光プラグ受け
部３,３の環状の溝４,４に合うようにして、光プラグ２０を、光伝送部１の光軸に対して
略直角方向かつ光プラグ受け部３,３の受口側から、光プラグ２の両側面に設けられた光
プラグ側突起部分２６,２６が保持体２の保持用凹部５,５に嵌合するまで、保持体２に対
して押圧するだけでよい。このため、光プラグ２０の挿抜時にプリント基板の実装面に対
して略直角方向に光プラグ２０を移動させるため、プリント基板にデッドスペースが不要
となり、プリント基板への高密度実装を妨げることはない。
【００４３】
　また、光プラグ２０の先端部２２,２３が保持体２の光プラグ受け部３,３に支持され、
光プラグ２０の先端部２２,２３の環状の光プラグ側凸部２４,２５が保持体２の光プラグ
受け部３,３の環状の溝４,４に支持されて、光プラグ２０は、光伝送部１の光軸に対する
直角方向の位置と光軸方向の位置が決定されるため、保持体２は、光プラグ２０の両側面
および光プラグ２０先端部２２,２３の下部以外は覆う必要がなくなる。例えば、天面や
光プラグの先端部以外の底面には、保持体が一切不要となる。このため、光伝送部１の高
さを低く作ることができれば、現在、携帯電子機器に採用されている各種面実装部品の高
さ(約１ｍｍ)と遜色ない程度の高さで光伝送装置を提供することが可能となる。
【００４４】
　また、上記光プラグ２０の側面に設けられた光プラグ側突起部分２６,２６に、保持体
２に設けられた保持用凹部５,５が嵌合して光プラグ２０を保持することによって、光伝
送部１の光軸方向に対して略直角方向から挿入される光プラグ２０を容易に保持すること
ができる。
【００４５】
　また、上記保持体２に配置された金属板６を介して保持体２をプリント基板にはんだ付
けにより固定することができ、実装時の作業性を向上できる。
【００４６】
　上記実施の形態では、発光素子と受光素子および信号処理回路がトランスファーモール
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ドにより樹脂封止された光伝送部を備えた光伝送装置について説明したが、光伝送装置は
これに限らず、発光素子または受光素子の一方、または、受光素子と信号処理回路がトラ
ンスファーモールドにより樹脂封止された光伝送部を備えた光伝送装置にこの発明を適用
してもよい。
【００４７】
　また、上記実施の形態では、保持体２の光プラグ受け部３,３に凹部としての環状の溝
４,４を設け、光プラグ２０の先端部２２,２３に環状の光プラグ側凸部２４,２５を夫々
設けたが、保持体の凹部や光プラグの先端部の凸部は、環状でなくともよく、また、保持
体側が凸部で光プラグ側が凹部であってもよい。同様に、保持体の保持用凹部の代わりに
凸部とし、光プラグの光プラグ側突起部分の代わりに凹み部分としてもよい。
【００４８】
　また、上記実施の形態では、金属板６を介して保持体２をプリント基板にはんだ付けに
より固定した光伝送装置について説明したが、プリント基板に限らず、他の部材にこの発
明の光伝送装置を実装してもよい。
【００４９】
　また、図５Ａは電子機器の一例としての携帯電話の正面図を示している。また、図５Ｂ
は図５Ａに示す携帯電話の内部構成を説明するための正面から見た模式図を示し、図５Ｃ
は上記携帯電話の内部構成を説明するための側面から見た模式図を示している。図５Ａと
図５Ｂと図５Ｃは一般的な折り畳み型携帯電話と基本的に同様な構造であり、展開した状
態を示している。
【００５０】
　この携帯機器は、図５Ａに示すように、第１筐体５１と、第２筐体５２と、上記第１筐
体５１と第２筐体５２とを連結する曲げヒンジ部５３を備えている。第１筐体５１に表示
部５４を配置している。第１筐体５１に表示部５４の裏面にカメラ５５も設けている。上
記表示部５４およびカメラ５５は複数設けても良い。カメラは表示部の面に設けても良い
。また、上記第２筐体５２は、ボタン等の操作パネルを有する。
【００５１】
　また、図５Ｂ,図５Ｃに示すように、上記第１筐体５１の内部に、第１のメインボード
５９を設けている。また、第２の筐体５２の内部に第２のメインボード６０を設けている
。この第１のメインボード５９と第２のメインボード６０の信号伝送は、光信号により信
号の伝送が行われる。第１のメインボード５９と第２のメインボード６０に、発光素子と
受光素子を樹脂封止したパッケージを嵌合保持したコネクタ５６を夫々設け、そのコネク
タ５６に第１のメインボード５９,第２のメインボード６０と電気的に接続している。そ
れぞれのコネクタ５６は、光プラグ５７を両端に接続された光伝送媒体５８で接続されて
信号伝送を行う。
【００５２】
　上記構成の携帯電話では、光伝送媒体を単芯のプラスチック光ファイバーを用いている
。第１のメインボード５９と第２のメインボード６０とを双方向通信を行うため、単芯プ
ラスチック光ファイバーを２本設け、光プラグ５７は、一体成型されたものに、単芯プラ
スチック光ファイバー２本を固定している。この実施形態の携帯電話では、コネクタ５６
に図１に示す光伝送装置１０を用い、光プラグ５７に図２に示す光プラグ２０を用いてい
る。
【００５３】
　なお、この実施の形態の携帯電話では、双方向通信を行うため、単芯プラスチック光フ
ァイバーを２本設け、一体成型した光プラグ５７に固定したプラグ付き光ケーブルで接続
したが、単方向通信のみで良い場合においては、単芯光ファイバーを１本としてもよい。
この場合、１本の光ファイバーケーブルに光プラグを設け、第１筐体に発光素子もしくは
受光素子を樹脂封止したパッケージを嵌合保持したコネクタ５６とし、第２筐体に受光素
子もしくは発光素子を樹脂封止したパッケージを嵌合保持したコネクタ５６として、１本
の単芯光ファイバーにて接続を行い、光信号伝送を行えばよい。
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【００５４】
　この発明の光伝送装置は、携帯電話に限らず、ＰＤＡ(Personal Digital Assistant：
パーソナル・デジタル・アシスタント)等の他の電子機器に適用してもよい。この発明の
光伝送装置を用いた電子機器によれば、小型化と薄型化が図れる。
【００５５】
　なお、この発明の具体的な実施の形態について説明したが、この発明は上記実施の形態
に限定されるものではなく、この発明の範囲内で種々変更して実施することができる。
【図面の簡単な説明】
【００５６】
【図１】図１はこの発明の実施の一形態の光伝送装置の斜視図である。
【図２】図２は上記光伝送装置に接続される光プラグの斜視図である。
【図３】図３は上記光伝送装置と光プラグの嵌合状態を示す斜視図である。
【図４】図４(A)は上記光伝送装置の金属板の斜視図であり、図４(B)は上記光伝送装置の
金属板の側面図である。
【図５Ａ】図５Ａは上記光伝送装置と光プラグを用いた携帯電話の正面図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは図５Ａに示す携帯電話の内部構成を説明するための正面から見た模式
図である。
【図５Ｃ】図５Ｃは上記携帯電話の内部構成を説明するための側面から見た模式図である
。
【図６】図６は第１の従来技術の光伝送装置と光プラグの全体斜視図である。
【図７】図７は上記光伝送装置の断面図である。
【図８】図８は上記光プラグの断面図である。
【図９】図９は第２の従来技術の携帯オーディオ機器用光コネクタの断面図である。
【図１０】図１０は上記携帯オーディオ機器用光コネクタに接続される光プラグの外形図
である。
【図１１Ａ】図１１Ａは第３の従来技術のスタッキング型電気コネクタの嵌合前の状態を
示す断面図である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは上記スタッキング型電気コネクタの嵌合した状態を示す断面図で
ある。
【図１２】図１２は第４の従来技術のコネクタの斜視図である。
【図１３】図１３は上記コネクタに接続されるプラグの側面図である。
【符号の説明】
【００５７】
　１…光伝送部
　２…保持体
　３…光プラグ受け部
　４…環状の溝
　５…保持用凹部
　６…金属板
　２０…光プラグ
　２１…本体部
　２２,２３…先端部
　２４,２５…環状の光プラグ側凸部
　２６…光プラグ側突起部分
　５１…第１筐体
　５２…第２筐体
　５３…曲げヒンジ部
　５４…表示部
　５５…カメラ
　５６…コネクタ
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　５７…光プラグ
　５８…光伝送媒体
　５９…第１のメインボード
　６０…第２のメインボード

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５Ａ】 【図５Ｂ】
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【図５Ｃ】 【図６】

【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１Ａ】

【図１１Ｂ】

【図１２】

【図１３】
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